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本研究は総務省の研究委託「異種無線通信システム動的利用による信頼性向上技術の研究開発（ H20～H23年度）」により実施したものです。 
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●背景と目的 

電波資源の逼迫とデータトラフィックの増大に伴い、空いている周波資源を有効に活用す
るコグ二ティブ無線が注目されています。 また、個人や企業が各自で購入したFONのよ
うな共同利用型の無線LANアクセスポイント（AP）にブロードバンド回線を接続した、自営
アクセスネットワークが急速に広まりつつあります。これらの自営アクセスネットワークと
公衆アクセスネットワークを連携させ、電波資源の有効利用と高い信頼性を同時に実現
するコグニティブ無線技術の研究開発を行っています。 

●特長 

 モバイルサービスプロバイダは、公衆アクセスネットワークと自営アクセスネット
ワークを連携させることにより、増大する通信トラフィックを双方のネットワークに効
率良く配分し、トラフィック輻輳や通信品質の劣化を低減します。 

 公衆アクセスネットワークの基地局は計画的に設置されますが、自営アクセスネッ
トワークではAPが任意の場所に設置されます。このため発生するAP間の干渉や
通信品質劣化等の問題を低減し、APの通信能力を最大限活用します。 

～周波数の有効利用を図ると共に、 

信頼性の高い通信路を提供します～ 
 


